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7月30日､ 31日今年tJまたすぼ

ぜしい全嵐敗に勧DさせてLIrl
EITたことに感謝いT=レます｡鉢

Jdなかfd-か亀うようlこ動いて,aく

れないlJ机ヒ､今この時をがんば

うう.まr=これからtJがんばって

みよう､そんな熟し1亀与えていr=

だlTたように見います. ."どうし

てこれだLTのことができものだう

fL禍敵て､もこれだ'丁のこと
びrき5にIa､難病逮阜番局や､

RB)1ほ帝の皆さん､ポラ↓ティア

のオマの時間ヒ体力とJbを息しき

って作')LlTlられたt/のと払いま

す｡勧ロLjて良かつたの-竜につ

きます.心のこもっT=すぼらしい

全適巣食も本当に3)りびとうヱごl

いまレr=.

そして十牌支部からの20%の象

m名の方マご吉夢鹿でレrl.感動

の余韻残も/(スに慮られ帰漁につ

いて,i"とすb抱いととむに.こ

の鮭缶で尊か感じrl一つひとつの

貴重TdlものはこれZ)､らの杷或連動

のノ物みと7:dhていJ7るように県い

舌Lrc.

8月9臥難組十勝支部Jリ

江口支部長び缶庫レ､地域の魚名

全速勤についてのあ亀レや交三九金

での野毛等互行いま
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8月10臥パーキンソン病友の

会十虜プロッ7 1=て帯広を生病床

への神経内科医帝鑑等のあ願いと

穐級が行われまL/r=.登飯これて

いる亀為だけでt),ig150急.会員

i/射60名,またパーキンソこ/乗瓜

外でt)神経内利.を/払尊とすら魚名

(ヨ年々増えてい号す.租在あ5単

韻の病疫の他にtJせZ/月生糸虎で

のt高級稀と神経内利医師の港鼓

互敦く希望する危局の切'Jあ熟し1

が伝えられ台レrc..

帯広保ち軒憎韓の穿室町で難病

魚名交混合が飴吉,て5年削二訂

Lj舌す.東泉会IこJ32.臥こわたり

北海遺蛎速伊藤事務局長の｢艶

泉について.Jの講演や相談.まT=

･3､札あい帯広の介諸岡品の展元尊

む行なわれ患名倉凄艶への濃い

ご理解のむと保健所､昇竪町､患

虜が一体ヒなって速必ら机て手舌

した｡これらo)交風合を通し席毅

を得T=り哲か甘がら白倉亀のこと

として患着金を考える場とb訂り

舌レた･銅IIB'こ'古5各紙も

えてこれからとlのようydL方向で交

流L,五行,ていくかの藷L,命いがむ

Tl机.今昔での東泉会の盛徳b含

めて破?'dt私乳が缶で九号L/た｡

主なg/のとレて､ ⑳今まで.参かロ

卦aJ5名前後､病気癒えると出る

のか去っくうに宮古が自分の湯谷

叱':的場｡紙も･ ⑳町も

に同病の人がし1ても気軽に声互か

けるきっかり1作れ苛か.,た｡ ⑳知

られた〈'd'い人言TUjい.誰かつ

そってくれる人いAIJat1...｡ ⑳回り

の人L=知らttもこヒb大切､理帝

の渡合い逢ってくる｡ ⑳病気7まけ

で甘く頼神あての向題fJ身い､ぐ
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ちt)Blる､葡気lヱfd15､蕗うめむ

晴tJあるが仲間と話すこヒIt'知ら

ぐ｡ ⑳害しい時'dtんヒしても東リ

惑えなJTれぼならrJ:い､身軌ヱ仲

間いること.勇気ブLl合うこと大

切｡ ⑳町内lこそれができる場があ

っても良いのでIa甘い刀＼

●
...また｡ ⑳島名合唱愚老から白

主動こてきたt/のでなけれざ亀味

が甘い.閉じ込かつていてi/何eJ

発展しなし)｡ ⑳支部作りはLIL/て

簡単TdH)の7.lヨ飢1び白身速が為

勧す5ことで､自分Llb何かでき

るんだという気冶L)埼てる. ⑳自

分の人生の中で少してむそういう

C視てれ'g･ ⑳社食へ鄭状でき
る蓬垂zHこtJ. ⑳行政区ごとに支部

ができ行政とのパイプ71きれば.

底凍､福祉血でむ通性lt〇九も｡

⑳岳患着て､tJ5)り始めからnLgL/

lTL/まうと長挽きL/1:3い､嬢垂に

大切に角てて行(75むのに. ⑳年

に一度て､t'いい魚名が段取りL/て

～3-

今度La償碑婦?んをDiLへるくらい

になりTlL)｡ ⑳これからb支えて

いTc.T=きぢzT:う､いい亀攻での患

為白身の島名食油鮎が′払要でJ∂甘

いか.

J人Lの強打追究Tdt亀邑zF･缶コ礼

金真一簸て-.芽邑支部準備金の役

立を希望t_rJりまL/T:｡.況産昇邑

町の埼定赦免魚名)62名､穀泉ia,

全員40名. 10月3伯にIijL海鼠酸

鼻盈伊藤争覇局長との兜故を予定

･解瓜に和丁ての準碑zF'嵐められ

ています｡

雑兵を増え5患名.象薮が自ら

自立や向上をあさ,して強?な遷如

､三畠如五行,ている難友達ですが

この液'd-形で､保健所t)市町村む

協力連携していけることJヨとてe,

心象し1ことです｡兜戒での十分な

為動とレて行くrLめにも､保健所

単住ぐうし17L'支部fb勤の場ができ

ることzBt望ましいので'lヨTdtいかと

艶います.



9月4-日(日)､広尾町にて難泉

無料検診が実滝でれました.北港

嵐､ゑ見町､北海遺鼓病速の共確

により､難病魚名の早期発乳と吏

勉巴腹､適切甘療養地建等を目的

と寸5専門医師による集B]破診て

守.前日より保健所ヒのj7ち合tL

4滴娘蛍等が行われ　当Ej･38時

より準備､専門医師7名.過減員

2.名､広尾保健所20免.町札轟

晩17免.艶泉盈5A､鮭努5[名の

スタッフにより､ 32名の受診名の

強珍が行われまL rL･

患為でん一人一人の絶える凝?

fd7Dq題をあらゆる色魔から易え､

解決の並を邑つLう.ぢがら志向ブけ

が'dhコれ舌す｡ ｢来てみて良かっ

Tt.です｣と明るい泉嫡て■帰えられ

る方?を見て.この破紗の皇専ノ性

を怨d)て知らされる毘いてL'Ti｡

介韻用品客の凋勧旦当のスタッ

フの一人とレて十滴貴報より参DD

やせてし1T=だいて.これからの福

祉横患者広営巣所でのネ窮策為勤を

行うLでt)貴重なき署を子tiてい

ただくことができました.

後納lTをす音吐･スタッフ』

の阜後塵朝会を終えて難高速皐萄

局う息は休も閤L)甘く帰札のj金に

.軸病tンダーに着くのは何時だ

うう､月曜日刀､ら13号たE)の回る

ような毎日のことでL/Jう.尊顔

桑を忍ばtての検診孟勤かこの時

朝一a毎週のように全遺各地で行わ

れているのです･ 2年前の池田等

ヒ今回の長尾町で2度E)の多かD､

スタッフへ0)luくぼりや受給名へ

C)軌など大切守とこうを弓のみ

たりに見tiていただくことができ

たこ衡珍でLT=｡　　　(気風)

: :'-::t
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これからの予定です
(ご協力をお原糾､します)

i一二夢享苧学事:-lfi

コンサート

i: 9月30日(金) J8鮎り
所:畜更町文化t=シター

主催･'野草豪君墓嘉去喜競ン

:施主空家)蟹慧
他: +ケット(1枚L500円)

く佃を壱潮埠親和ヱあI)5す〉

歯謹誉鞄豊姦霊違豊
後4-ヤリティーコンり-ト
｣が関脇でれます｡演歌歌

●　与7ロモーC/ヨンキャンペ
ーン1こようけ嘘互難最速へ

ご寄付いr=TSJlももので1.

㊥青空リサイクル市

崎: JO月2E](日)
年前10時～年後うめ

所:旧清掃阜巣諌車庫(蕗23〕叫

他:静　観あ鹿十儀女郎でJ三年間
姦晋嘉一鵠讐
-7 .√ヽ　t-　Jヽ1､

たくさんの衣
を頂いてあり.このようTd-

品芸左孟瑠譜讐7Lfl碧
だ宣言冶FoE･2｡のリウイ

'} JtV雪盲至芸よ孟孟ヒのエ

r3くさんのご来場互あ碕う
レてい舌す.舌Tc当E]お手
イえいいただIlもカがおり云
レたら=1連絡下でい.
≪十勝支申　2316602≫

/ -【一一日 I 二I I �<Xﾍﾘ�貭���ｴV編� ��

こ声 �ｨ�ﾂ�ゝ甲L 之��1 l l◆●l zL22+如丁叫 l】 

I; 

ZLZユ批4丁 

≡≡二二ン二二 坪6ﾘ�ｸ耳耳�2�+�+�7�7�����wb�(饕��.U..こ.1,-''- こ:≡≡≡ささ!ー ■ _エコ再i 

㊥∬P G国会
開

○喜讐憲繋浮…警撃

1.眉名･裏金取り組み期間
Jq94号9月～ lq95卑3月克巳

2.全国一斉街頭行動

蹄: LO月PEl(土)13時～15時

ffr'.鹿丸荊ふれあい広場

～5-



㊥勝原病医療講演会

時: l旧5日仕)
年嶺2時僚付J蹄30b) ～4･時

所.･帯広市総合福祉とシター
希息市'il薗製町57郎I J
TR(0(55) 27- 2325

軸:雛華中炉irq星組

｢勝原泉t.廉養生為｣

細魚:会員～無希う､一般-500円

交通,:パス～面2条客土銀行前crリ
グリーン^.-7行き(一J:55, l :35)

施蝕センタ-前J')
･駅前朽3 (ラ.･44, 4･:ot, 4: 21)

主鹿:全国穆原親友の釦ヒ鰯飾

れl蝕:軸棚軒bL55)23-6602_

o家族交流会

晴:望君.%E]讐後2晴

所:和食処『かわ奈』
大通南23丁目2番地2,

TEL(0155) 23- 6550

内象　女流金､昼食. Tr-A.他.

純‥妄雛祭号譜字書5,金
員のrCめの交永全です.

bbの

是霊芝㌍ZI宴欝慧票
通勤を蘭那るき7かLa
む'laリ孟レTc.

ヌ､ノ今年Ja責
了も､交流_の

勧口を希望で
Jj致レ召す｡

参孤費:無鵜

勧D申込み.向い令色見:

歯10月28日ヨぞに
電蕗絹. ^7Tlであノ醸( 1致Lag.

i oa,Ot薫碧嘉舅3pZm '12

～6-
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総合的難病対策の早期確立を

要望する請願書

いま､難病や侵性疾患に苦しむ患者は､少ない専門医務機関と不十分な医療･生活保障制度の

もとで､高齢化し､障害は重度化重軌ヒして､肉体的にも経済的にも家族ともども厳しく因難な

療養生活を送っています｡

難病患者らは､この厳しい凍巷生活を支えるものとして､医務保険･公費医藻･年金･生活保

●茸など社会制度の拡充に熱い期待を寄せています｡とりわけ､身体障害者福祉法や特定疾患治療

研究事業(難病の医務責公男負担制度)､障害(基礎)年金の対象にもならす､各種制度･施策

の｢谷間｣におかれている患者は､なhJらかの法制度の拡充によって､医務､生活の保障を求め

ています｡

私たちは､これらの患者や家族ガ､入院であれ在宅であれ､安心して医頻を受け､岳Ejを生き

甲斐をもって過ごすことガできるよう､総合的な難病対策の早期確立を強く要望し､男児事項の

実現を講願するものです｡

すべての人が大切にされる社会をと願っています

o題名印紙La

務所J〇あJJ
Td枚数玉虫

o毎月.月末13

とd)て止海
送り君す.

0 10月～泉卑ち月末抑変施

o向い令tL免

慧禦,+_莞oji21*
希邑市免官東南巧TE) L1-2



=･ . 1　　　; ;

傾国の究明をJ ｢潮*法の確立をJo脚患者の共通の臥･＼

です.田の難病珊は20年を過ぎましたガ､ごく一都の疾病

を除いては大きな研究の進展はありませFuo EBの予井も毎年

同額で､どの研究者も一様にその'少ない研究Tを指摘します｡
r･もつと予井を増やしてI J｡すべての患者･家族の尽いて

す｡

･:-I ,.　ZZ I :I.

｢これ以上よくはならない｣と医師からいわれても､

在宅で涙*できる患者の症状と介女休制からいって

その条件がない患者ガたくさんいます｡払たちは､

かねてから病院と象庭の中間にある難病愚書の受入

れ施投の投正をiZhJでいます.当面､ EZ立蘇生所を､

D5両珍凍･駈同I鼓も行う発病や長期萩生愚書の受

入れ施投に整備して行<ことを希望します｡

｢総合的難病対象｣
7Uこかト

ポイント

I_ .L. ≡一　　恵歯⑳

#@
日本の身体梓古書施策は､ ｢制限列挙方式.といっ

て､視力､浪刀､下良､上反ヽ休幹､呼吸愚･心九･

RFEなどPt書の屯頬を並べ､その程度も細かく決め､

それ以外の障書だと｢陣舌曹｣とは罷定しませhJ｡

警… ≡芝.L認諾≡書警霊諾慧若鶏
定.してい<方式のため､病名ガちかえは杜病対策

の制度(監舟ナ公■負担)は利用できませhJ｡この

ような制度から"落ちこぼれ'た｢谷間の難病患者.

に対する捨合的な施策ガ切実に患者から来められて

いるのです｡

行惑眉私儀愚を
書鼓娘不足ガ社会同意化されてからすでに何年も経

っています｡しかし､深刻な書き凍不足は依然とし

て全可約に解消されていません.患者･家族･書農

婦を破牡にするtZt婦不足を早急に簾潟するよう求

めます｡

紙で失鞍禦慧家族にt+
て､障害年金は命の網です｡しかし､その額は用訣

6万円足らす｡その低い年金さえ受けられない愚書

もいます｡高齢､独り暮らし､土庄の患者も増え＼

物価もあガっている中で､年金制度の改善は鞍馬患

者らの強い騒いです｡

障富者福祉センターや社会福祉センターなどガこの数年各地につ<られていま

すoしかし､ ｢難病センター｣は全EBで北海道にただ1か所あるだけですd患

者の様々な悩みごとに応え､集Eg]無料検診も行い､孤独(=なりガちな愚書が同

病書と交流できる場所.そんなセンタ1ガ各地にできることを私たちは望Ft)で

います｡

署名にあたってのお願い

*署名には即はL,てED鑑を押してくださいo ED篤をお持ち合わせてない万は､サインでも結構です｡

*ご家族ご一緒に書名してくださる場合､ ｢ ,J｣ ｢々｣などとせす､住所をきちんとお書きください｡

募金にもご協力ください　　　～8 -



加盟各団体会員･役員の皆様
及び関係各位の皆様-

1 9 94年(平鹿6年)9月5日付北海道新聞夕刊

記事についての説明とお願い

1994年9月6日

財団法人北海道難病連

代表理事　三森　礼千

●　　加盟団体及び地域支部の役員･会員の皆様には､ 9月5

日付北海道新聞夕刊の大きな記事･見出しを見られて､さ

ぞ驚かれたことと思います｡

去る7月30日(土) ､ 31日(日)に旭川市内におい

て開催された第2 1回発病患者･障害者と家族の全道集会

が総数1, 100名にものぼる難病連史上2番目の参加者

数と加盟団体の積極的な参加と旭川市長の出席など､稀に

見る大きな成果を上げたばかりであり､まだその余韻に浸

りつつ､まとめの作業を行っている最中であっただけに､

突然のこじつけたいいがかりと､マスコミの影響力の前に

全身に水を浴びせられたような衝撃と困惑の中におかれて

います｡

常任理事会はそれぞれの職業や疾病の中をおして､ 6日

(火)緊急常任理事会を開催し､皆様に若干の経過を説明

し､理解とご協力を求める声明を発表することとしました｡

1.北海道スモンの会の脱会届の受理は1 993年1 2

月19日であり､北海道筋ジストロフィー協会は4年前の

1990年4月21日付であり､話合いによって休会とし

～9-



希望者は残留できるとの話合いがあったものである.両団

体の脱退は各々の理由によるものであり､けっして両団体

の｢脱退｣が連動したものではありません｡ましてや4年

間もの間をおいたr有力団体やミ相次ぎ脱退｣ ｢運動方針で

亀裂｣という事態ではありません｡ ｢道の患者補助金fT_ち

切り｣というのもありもしない補助金で奉り全くの散りで

す｡

2.北海道スモンの会の脱会にあたっては､同会よりは

｢難病患者運動で目的の一致できる卓につきましては､協

力関係を大切にしていきますのでよろしくお願いいたしま

す｡ ｣と届けられた文事にもあります｡また北筋協の脱退

にあたっては､難病連に残留を希望する会員についてはそ

の場を保証するなどの合意がつくられました｡両団体とも､

患者･家族-の配慮と道内での患者団体としての相互の立

場や交流の機会も少なくないことを考慮したものであり､

今回の報道はそのような患者団体間の交流や信頼をも踏み

にじる｢亀裂｣を意図したものと言わざるを得ません｡

3.両団体の脱退は理事会でも討議を重ね既に決着済み

のことです｡患者運動においては､新しく誕生する会､加

入する会､解散する会､統合する会､活動を休止する会､

そして脱会する会などが様々にあることは､この両団体に

限った特殊なものではありません｡

また､支援､ご協力くださっている皆様におかれまして

は､この記事が何らかの不正や活動上の誤りによるもので

はないことをご確認の上､今まで通りのご支援､ご協力を

賜りますようお願い申し上げます｡
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●

4.とは言え､北海道における北海道新聞の持つ影響力

は大きく､北亨毎遥拝病連-の信頼と信用は大きく傷つけら

れ､活動においてもまた資金を集めることでも極めて大き

な打撃を受けました｡この打撃より立ち直るには数年間の

努力を要するであろうと思われます｡

私たちはこの事実や経過を無視したセンセーショナルな

だけの不公平な記事の取救い､及び｢道の患者補助金打ち

切り｣などの誤認と誤解を誘うかのような見出しや記事と

我々の不利益と心身の苦痛に対して北海道新聞社に強く抗

議をするものです｡

厳しい闘病生活の中にありながら､自らの経験を土台に

として､一人でも自分たちのような苦しみを味わう人が少

なくなるようにと献身的に毒舌動をすすめている難病患者と

家族の団体に対してこのような誤った内容､一方的な内容

とセンセーショナルな見出しをもって攻撃を加える意図は

何にあるのか､そして､それがマスコミのいう社会正義な

のかを北海道新聞社に対して問い合わせなければなりませ

ん｡

最後に私どもはいっも最大限の力を振り絞り､北海道の

難病と福祉の充実発展と軒病対策の前進を頗い､一日も早

く難病や長期慢性疾患の患者･家族の苦しみ､悩みが解決

されることを願って活動を続けています｡

その基本はいささかも変わらず､今後共一人でも多くの

仲間と共に歩んでいくことを誓い､皆様のご理解とご協力

をお願い申し上げる次第です｡
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この記事に村する支部の対応

としては.次ページの　r新たな

事実についてJの道本部の方針

に従うのは当然_本部の反静活

動についても.全面的に支持す

るものです.

十度真か長　江口　臭生男
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道難連第9432号

1994年9月14日

理事･監事　各位

部会長･支部長各位

芸芸芸豊北警芸轡

道新誹譲記事の新たな事実について

9月5日の道薪夕刊以来､各団体･支部の活動に様々な

影響が出ていることと思います｡

9月8日に緊急理事会を開き､各会代表と共に北海道新

聞社に対して､抗議と申し入れを行いました｡

同社は､社会部長立野英雄氏､同次長池田清志氏がロビ
ーにての対応でした｡

道難病連からは各理事が署名した抗蔑文を手渡しました｡

(不都合欠席1団体､ ｢会役員会で検討後｣ 1団体､遠方

のため欠席の支部代表理事2名が署名できませんでした｡ )

道新の回答を待って今後の対応を検討する予定ですが､

イエローノートNo.104を送付したところ､各支部より札幌

版とは見出し及び記事内容が違うとの連絡が相次ぎました｡

地方版は添付のとおりですので､札幌版と見比べて下さ

い｡

※札幌版と同じものは､函館､旭川､釧路

地方版は､稚内､北見､帯広､室蘭､江差他
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地方版は札幌版より印刷が早いもので､この地方版を印

刷した後､道薪側の何らかの事情によって､札幌版に修正

されたものと思います｡

地方版の見出しのねらいは｢財政･思想をめぐり摩擦｣

による｢有力2団体の脱会｣で｢道の患者補助金｣が｢打

ち切り｣となり､ ｢難病連側｣は｢行違いがあった｣とす

るもので､事実を正しく把握しないものです｡

また､ ｢脱会者側関係者｣の｢財政問題｣ ｢イデオロギ

●　妄言警:こ'bき冨芸芸三三三.blヂており､ →的で不公正な

これでは､まるで道難病連に｢財政問題｣があり､ ｢イ

デオロギー｣ ｢思想上｣の問題があって､それに対抗した

2団体が脱会したかのような印象を与えるものとなってい

ます｡

財政問題､脱会の事情及び我々が不偏不党の原則で活動

していることについては既に発表した｢常任理事会声明｣

及び道新-の抗議で明らかにしてあるので､あえて触れま

せんが､ ｢思想めぐり摩擦｣というのは全く許し難いわい

曲であり､故意に難病連の活動を困難に陥れるものと思わ

れます｡

この"時代遅れ''の表現は､団体活動の自主性や民主主

義-の恐るべき介入であり､マスコミによる思想統制とも

言えるものではないでしょうか｡

団体は人の集まりであり､それぞれに様々な意見や信条

を持ち､宗教観を持っています｡井病連はその団体のさら

に連合体であり､各団体間の意見を完全に集約することは

非常に難しいことです｡
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常任理事会では方針や様々な活動について最大限の意見

を集約し､バランスをとり､各団体の自主性を配慮して案

をつくり､それに対して理事会等で討議を行い､方針等を

決定しています｡

この民主的なルールと討議が何故の｢摩擦｣なのでしょ

うか｡

討議し､ ｢全会一敦｣もしくは｢賛成多数｣で決まった

方針を執行するのは当然です｡

しかも道難病連は｢決定したことには必ず従う｣という

ことさえ､ゆるやかにしており､強制はせずに､各会の自

主的な参加を要請しているのです｡

その中で唯一とも言える､必ず守らなければならない補

助金の精算報告､決算書､事業実施報告､予算案等の提出

さえ､おざなりにしたり､いちいち事務局貞にくってかか

る団体があったのです｡そのような団体の言動が果して

｢摩擦｣という言葉で正当化されてよいのでしょうか｡

しかもそれが､ルールを守っている難病連にはこ先が向

けられるというのは本末転倒というものでしょう｡

常任理事会は道新のこのようなニュースのとりあげ方に

対して一層怒りを強くしており､厳正に対処する方針を固

めました｡

道薪には断固として謝罪を要求し､ 5日の記事と同等の

スペースの謝罪広告を申し入れる行動を行います｡

各会の皆さんには､さぞお困りのことと思いますが､こ

の事情をぜひ関係の皆様-明らかにし､今後の私共の反論

活動を支持して下さるようお顔いいたします｡

意図的と思われる記事に惑わされ､思うツボに欣められ

ることのないよう､慎重に対応されるよう要請いたします｡
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十　勝　姥　労　　腎　　友　　合

･食長　針　薮　　･蜘遭留愛象　ho藤鹿繭

･事務局　圃場切紀夫　　　　　　　　　藤木　秀

夫尉町学者妖387番地　･食象徴　Z占o名

TEL (0/588) i-39/4

豪る4･円24日(即衛T,^滞船福祉JC.ゝターlこ於いて.十勝姥

方骨友食o解IO回･定期総会名聞催しをL r二｡

十勝姥甘啄及合金象､透和久タ､ソ7 1Tty,Ll合わせて計2組が出

席､級長Lこ顧断加藤鰻顔如く遭出され早耳ち阜償う茜勧銀を
･朗報沓･合計輩変額をC)喉.乎耳b阜夜話勧方針.予算果

Jこついて各級さかました｡またイ拝観者噺友金額的の大改正

もLJt斯しく制定した新規約が凄く蛮されをレた｡

当別手来賓Y,して衆漆醸魂象･鈴木県鼻水C収容･福痩身尭

e( ､通観余波負･三,-?丈夫欠､帝萩や盛会薮費･野上務啓子さ

ん.帝T,^鞘鎗渇祉JC,ンタ一顧長･根橋璃次J'ヾ見えられ､各マ

ご接種さかさLrl.

せかから鰍0回･定期紛明確七をe命して､帝KL^ク,I ftl/ 7

4'像紹舜観象が｢適材藍議ろ0#5)fttL i H,いり演目で*･JLこ

凍演さか､適材政務の発展L二よ,J自己修理さえしっが/行えLtt

顔月掛生殖がす鈍であIJ 20年やう0阜t,LLウ適材LF当TこLI約0)

ようl-JJ ,てきている今日で､tf ･合園の最長逸材慶lf2b軒を越

え､十勝でも適材慶20卦以上の有がろ免､稗{ii,適材各線叶1

打ち女しろylいうこY,でLrこ｡

泰衡こ緩郎丈盛名行い､中正b昇夜の成魚が戎足しきし



北森遁肝　炎

安郡長,/fロ来生濁

孝矛絢　鹿　負え

友　の　食十　勝支部

･繊度尊卑負　うLO養生易

内線冴齢各

帝T,^年功ワ余所24･1日74

1亡し　27-0//a ･食負数/fo危

食倒じ臆病の才顔色卑る食i磯部帝7ZLA

7七Jty7食　う如く,@泉を

容顔67　2.鹿呆紳3一

軍研如隆薗2･ 1日
でたし　ちワ一手014　･食卓数//名

鯛パーキンソ>夜C)食北海蓮真部十勝ゲロ.

7b-′7長　膚原　典即　　･難病速度督愛負

事務局　山根静㌢　　　　　　山根静

和布由IO触ヒ争1日う一II　　　根谷

TtL　ろb-うケ/ろ　･食象軒　bo危

｡儀2_朗色象- ･ 5/29

･苑の解儀t教範･ワ郎頁

Dミニ朝食･･ ･10か負

｡葬件賛流会･･ ･ l月項

｡鍵病遵奉索参仰

野外交7-Ifu%

かラオfT愛統合

萩鯛称71的す,



ベーチエ小′ト液　C)倉　　帝石東都

家事級　数内さかえ　　　･難病透痩智者襲

事務系　　〝　　　　　　　　　伊井　顔-;i

音更町窒界北/衆ワ1日2.

1色し　3I-7559　･食象徴24名

総合C,他こ例金色的催して.棄象も嫁d)ていをす.

食報i,B一一固発行していきす｡

雛耗鮎行動こも参加するfウ斬ヵした/いt.浄7･L手

光　源　蕗　小　鳩　金　帝　rL^　命　令

分合泉　質岡　呼子　　　･難病議連留愛車

参府埼　　〃　　　　　　　　肴経　絡

帝rt^年功′/条約各号丁目/3

1eL　2う-う4･73　･倉負数　4/負

｡PJl女　帝GL^大食･紛･ス/i:一u/本金･施主組単

クリスマえ食･給食Tftlt予定していき1 ｡

合図二分脊椎滋1,aL L勅を卑る食帝Ft^地ti

地区連絡車　加藤十三碓　･難病議連営香魚

参　務　局　　′′　　　　　　　伽終　審江

帝私年初′8泉南21日9

TEL　ろ4-Obbb　･食象毅　b名

｡9月/0 //日.愛好ヌ削こ於Ltて斬ギャン7.ヵヾあ,I

帝fL^がらItZ卿的危J'(劾DLさした｡
｡ 9日中Lこ地色の集′)も臭施しりY,思ってし､きす｡
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路療病夜　の　食　滞応鍵丘

地色連絡員　尿内矛枝3-　･難病粛啓愛執　賞尾Jfやチ

争補　角　　′′

昇竪町本通4-1日Iう

TeL　ら2-29ろ8 ･倉負数　之4名

o J&!%

o翻しクリf-シヲン)

穴射ひYlギ

平井　噺3-

南的,i,釆戒l二庵を外

賓LVtZ代,Y,さも過ごし手した

直帝酔顔食

たみ会

食#終｢5)4,叶ノ作成及び､御子

飾Lf′′友C)金の象れ二凍る′′息子一マに移し合う

麟倉乞拷W-_いt,港, ･L L41 〟

比落遁彼縦劾帝骨化泉夜の倉十勝東郡

家邸長夜o　骨一　　･継承透遺留委員　犬逢疫㌢

糊　巷孝　一顔

帝T,^帝東/教繭71日/0

イeL　2.5一ち74･/ ･食費教/2各

咋鼻和o)L姥戒でcl寒さ,I官もワニt,がで､さ.今井i,是

オ因子ri,てレしさr-.い｡

′0円碩イ賭Itlイ線JtLンクーlこて解2回東泉貧も予見｡

帝和二60人ほt;､LLをY,思わ,^ろ61轟の人^ ･硯rd=いる食

喚Lニよ,て･VLすlっ田だtこ金串も増やして､任免の食負か

ら妨危l手t;L=1鋤レ､よ/]良レ.東泉も1,てるユt･オヾ目線｡



田本lJウマチ夜C)金北磯安部十月軸套絡灸

食　長　早催臭チエチ

事務局　中尉恭子L副食長)

藩別卯穀内北東町′占/

TEL z与一695-41  ･倉鼻歌　3与名

tJウマ才東の食十勝紛Lf I 35免C)合象LL斗/固総合

各条hfこ親齢を脚直し.愛-;/fL各務8) L打′Jます｡

今射手､ ♭月4･aI=日本JJウマチ夜C)食の合図大食pぐ､

fL僻で拍'iわか.十勝から4･危わく出移し. I/ウマ手首門

直L:よる戯けC)-B席戎作t:､切線約契沸してざS L, f･"

1の金歯大食の殊を食を凍れガ食参会を9月//Ell=,ft

テル･ベイl/スで行r+-う矛R_です｡

この食も適Lごて､ガ且レりこ順縁東棟i_軌こし､麦

てこの痛孔l二物していきたLLt,思し､手す｡
/い　　　　　　　　/t I

火希蕗　工　β　D　十勝東都孝腐

･地色連絡貴　明鷹瑛縫手動

･事　務　偽 ･食負毅//危

ナ触区C'合負数LS ` p蜂3日未硯在で//名tlrf , ttI

tJ ･クローン病Lf8品､殉ーリlt譲痛性大腸菜です｡

8月28日にlS.脚回目ot十勝地色変訴金力湖')＼ktる

にfJ1-7てお′Jtす｡

/t＼　-　　　　　　　　/tl
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酢勃欄己'仝道大会に参加して讐警悌3[%'攣3私の月工門さん

数個髭鯉難横紙畿流せ田アイ子闇盛

頒痢七から希ヵ(轟く､新著%夜　煉t:1ヶ月で遮蔽し･ 2Jr田城の

んでがら絡lこ轟くri,Jました｡

五人が7毛頭-F出姓で倒れLか

らll.瀦晩のイ土動こ解きをLTこ｡

希が酸くrfLJ.補綴へ紛Li,ら

いにいくとrすぐ手術で､す)ど.島

われ､rろ人で推参もしている0)

でl人称TるY･大,変です,培う1

ウLtいる帆二ワ牛た,そしをレ､

3 Lf=. b射手t:前から捌襲htt/(

ンI(ンL･J+-,) .修もサンマo)腺か

rこのようfJ.-ものが､少しすl､っ工ン

ピい/の太きよ,J細くri,) .病蕨ヘ

いくtl rもり手遅れで･すJ y,大き

Ti承乾を紹介してくれ入像し､一

週執事雁を.検査でした｡

私のb人都塵のI人が人L払門

もつLTTこ人だっr=0)ご､.よく箆tE

ti,らレl,Co)準腐i,甘さ許した｡

争好l'Lt4時鯛で終わ,) .-番象

れ{=出rこ官尊tf r私o'恥門ある?.

Y,巷ウrニ机L:･す. †iレtOHこね｡

二の碕いT-_r-Iいfl人工紅門Y,薮

lて_新しい人皆o)出発の日Y,rJ･-,)

きしf:｡べ一/卜の上℃･頼むかす起

チ-tいf二日も5)lJ手したが､お修

象で暮らし才した｡食べすFtるY,

ミスするTit:L失費Tt lt･ Jlで釆山e)

ろのLtt.人d)軌こttjる称S気色つ

か,ていをした｡

♭ Fr剛木んだo)でイto'幼子i･嶋

くTf,仁C)で粛yl同じ一作を(=軟

さ､今軌S半田出て.半田出て.

1日林3fy,いうiT/ワILTJ･Lc)で

私の体lこLl一番灸か,r二よウ七･す｡

叱の項から老人食Lこ入れtいTこ

r,Iさ､ 1人Ttltもfjくo)人Y,仲良く

して堵さんの押掛こ人かLいただ､

ど.色々rSここ-g乳化ti,ち,

7,い手す｡又､新見の亀弟さんLこ

け､いつも夢色かけ･Lr17やンバロ

ゥ各｡如,脚『さん断tるよ●
i.話しLいきす｡

ち#一節にLl､′トト十一だ1,た

里人も禰乳でせくfJ･-/) ､今年3阜

急色迎え才した.

今は7年勤d)fこ作拳i,辞d) ､朝

4･称こ起きtズ功散歩､ラジオイ本

線もして､4-81こ一夜o)-#腸をし

七の碕LLヮL i(=洗濯i,し､-#脇

が終わるtl諜濯i,終わ')壬1 ｡

～22-



溌しいです,｡傾2,人と確ろ人

に固まか､至大rJ--さ今t紹介のペ

ース7=･暮らしていきす. I八森L;

しの老人の牽引日2イ緒方PpqLで

打紹%鯛いt歩いていきす｡

触7月ち0日　勿d)て｢鍵病鳥

為･俸署名と家頒o)合遼集金JLこ

各がfせていTこfござ.′じから堵さ

んlこf;礼申し上Lr手す｡訳山C)Jg

●出食えて本軌こ兵か, r:で､す･

9),JJ'tt､Y,うごて､､いさL rこ.

/(久lf'VL通れさしたバ_顔易

へ伺う′(久の中､f J tもうれし

く場さんo)顔色乳る乙,Tt･L't,しき

LT=. ･qL.･tjt夜凌l二Ts･) .堵さん

の1繊バ大変衝動こrj=･Jました｡

夜は小手ILでo)食草L又　不､ラ

ンチ^ 7さんC)柴額.こo)日から

一生急かfJ=レtで､し,う｡

宅して.三-AL光せ･綾子さん御

嶋崎の打結､加藤符-乾生の硝
LS白を丸くLて鯛さきLrこ｡

同じ病象0,号､佃o)島名さん句

15絶息明き感知し許した｡

車イスlこ承,ていらしゃろ号i,
-LR山参加して抑) ､皆Jjv明るく

苑乳いっtfLItこ壁さていをす｡

せして.矧･(市o)者さんの蚤ん

で藤かくむかんてく小r=孝lこ顔ヵC
Jfがり手す｡

勧ロLt芥軌こ如＼っlC ｡寮碕

らしい2日間で･Lfこ｡

堵さんY,一緒lこ私も､ I人LLli,

窄くC)人と出食い､紫しい一虹色

逮,IT=いY,,QuLいき1 ｡

今確.帝U,.の昔々科人でi,?'7

くヱo'集金lこ勧ロされねこ蕗勤

し.葬L:頑強,ていがかきすよう

糾っておりますQ

～23-



辱JL-蕃食嫡絃盈L=ご協力い†こfごし､tガリます

市民境脇北虐　孫43,823-　紳卿度がゼ

大望セガ-滴店錦i',/80-　宰叱ビ′IL風砕rA^75

大変マーケット　梯f/,338-　　ワイン威し朴ラン†藤

衆参詔麺藤　　林緑′/90-　　イ藤正直材

毛ミの本　　　棟≠　35/-　　ダイイチ由8相

ワイン乃ゲカワイ　梯

≠5, 02ト

≠/.2占6-

≠′･ク′2 -+

′3､か5)い帝7TL^　　　≠/,208-　　　合計　29,079円

@･上すIJサイクILバザー網晶をご葛付いたr-IさきLrl

令-ITJ斬1乞LLrlださきした　一九

竹円　敏子　線

審承　-;i子　孫

泉尾,q丸　林

･再VJ:ti･

鈴木　正イ象　線

鈴木　朗チ　梯

琢本　絹　線

/7一*ンの斬邑足骨店

_/:三.__;:_:二_I ……_.la

4七教　大栗　舷一　線

合　計　50′/82円

一一0　　-あIJバY,ラブ5､1いきLr=　~　-　'~~-

～24-
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⑳すご寄付こ殖えてのあ手紙とXッモーゾ

浄釜琶誠警禦詣重盗岩Ll諾･
iu号音岩チ怒号豪｡号畿富美警よ1霊芝完

譲吉結171f7千品&鮎冒若鮎子亀屋報
ってい舌す｡

(及本明)のみい.めい.褒ネ
).金等木明言(碑ノJ､三耳)内患が

偽刀レて泉U)てくれ舌レT:--
絶って下こいとの鼻です

Jq. J]､銭L訂丸

正像(.准IJ1､六年

衣

長く農かっr=
亀こき21 I:,I:倉吉

沙5(リ召す､み

芸襲撃器壷
生憶命･璃一杯

今卑で三度国のご各村です

妹詑禦韻書冒きま
の人にあ且書畠にT:a-つた.
itの元?へのお礼の気

bュg)て､私名象徴の冶
LC待立てて...ヒ｡

ラ-iXL/31膏施足守路透通

b､朝夕ストーブが他要rdt奮蹄へヒ頼り舌した.

笠翌チ雷孟告豊富齢去言古かったもの
体温計.G看ろJ

誓だま詔を詣孟妄言tr,讐LJへ

緒諸鐙D7g晋箭ヂ急.訪空Lb-･
L丁です.　　　　　　　(あ)

～25-
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帯広而西5巣南13丁目19-2

TEL (0155) 23-6602
FAX (0155) 23-7071

■オーフン昭隅

oArl 10.loo- Pr1 5:00

≪　月～金　≫

せ.土.B.祝日はお休み

主な塀和

478IIベ～Jト　　● thペット

4珠7'れ防止tI J+け子

+歩行tl Jリハビリ用卓

+つえも1　　4ポータブルトイレ

4人潜用島　　● 8t*～書■用品

+その他者■

llbt*Jlの利用も可Atで+.

■E)TtJB■Jt　　+ IILJI

v JF生tBrt手

これ丸のことや. 11牡NJ*の

ご巾AL tIお持ちしてまT.

*lI　■t力I一よの●JtI■il　*r

*FElJr4●lJEの**il　4　1■

*Fq心JL■lの千AtJ? ■■丑Jtltr

*EI二ir▼AJL5t(tl一J? ■■牝i～l t■

*lq･1-●ンyンIJLの●tIJ*Al

JAitM■dEの手At甘■ ■我沖iJ*r

J　暮　f A　-　L　- I *　K I l　■

El事てんqん■● (ilの*)水和it文■

El事IJ ry 7+JEの●1ヒnit*JI

牝ill ZI14tL大JAA ･タEI-ン■*4)I

d: it 4 FF　*　JE　の　●

B　ク　ス　I El　7　イ　ー　～　*

Jt一■ I t　■tt A+　n.I Jl　の　●

血　　i4　　4　　小　　Al　　　*

titiJ7■■JL f I h t t●

Ji4　4 I ■･い■t tL A t　の　●

t　■　■ lI　1　4　父　■ l事　■　●

7t A 1　■　Ft tl tE ft A JL I　*

丑　　〉■　　4　　t JI　　の　　■

丑i● ilI　■　*　d JE Q)　*

:たi●　4　パ　ーiJ　十　一11 *　の　●

水井ilへJt?イrJ T (JLJEJIJよの●

I)■4　ぺ-ナ　Z　γ l　■Jr 0)●

*JLStJIJtAから手A+q I ■北JiltL

lやl●Iの●●と暮JLの*暮iI411) 7タ

HSK　なんれんとかち　NO.15

i臥/鯛臥北海道難病連十勝支部江口美生男　榊48年1月13硝三脚便船可
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